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第２次川崎市教育振興基本計画 かわさき教育プラン第２期実施計画 

策定に寄せて 

このたび、本市「かわさき教育プラン」の推進に当たり、新たに「第2期実施計画」を策定いた

しました。 

「かわさき教育プラン」は、基本理念を「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎

を築く」と定めています。未来あるかけがえのない子どもたちはもとより、誰もが夢や希望を抱い

て充実した生きがいのある人生を歩めること、そのためにも、お互いを尊重し、支え合い、高め合

いながら共に生きる社会の実現を強く願い、その礎を築くことが教育の使命であり役割であると捉

えています。 

「第２期実施計画」は、これまでの「第1期」の取組の成果と課題を踏まえるとともに、学習指

導要領の改訂、教職員の働き方改革、本市「かわさきパラムーブメント推進ビジョン」の策定など、

この3年間に生じた新たな課題への対応も図るものです。 

新学習指導要領に新たに掲げられた前文には、「自分のよさや可能性を認識するとともに、あら

ゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められる」

と示されていますが、本プランでも、引き続き「キャリア在り方生き方教育の推進」を基本政策の

第一に掲げるなど、「人づくりを担う教育の役割」を強く認識しています。 

また、本市では「かわさきパラムーブメント推進ビジョン」に基づく取組を推進しています。そ

こには「誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域づくり」が謳われており、「多様性と

社会的包摂に関するレガシー」の一番目には「多様性を尊重する社会をつくる子どもを育むまち」

が位置づけられています。 

このことからも、将来の社会的自立に必要な能力や態度と、共生・協働の精神を培うことを、基

本目標「自主・自立」「共生・協働」に掲げる本プランの意義・役割は大きなものであると改めて

認識しています。 

現在の中学校1年生が40歳代を迎え、社会の中堅となる2045年。人工知能や通信、ナノ医

療などに係る技術が、予測が難しいほどに爆発的に進化し、既存の仕事の在り方も激変するとまで

いわれています。一方、この頃、本市では人ロも既に増加のピークを過ぎ、生産年齢人ロ88.5万

人に対し、65歳以上高齢者は48.2 万人となることが推計されるなど、新たな課題が生じている

ことが確実に予想されます。 

このように、社会が如何に劇的に変化しようとも、これに適応し、誰もがしなやかに、たくまし

く、豊かな人生を送り、社会に参加・貢献しながら生きがいを持つことができるよう、20、30年

後の将来も見据えながら、教育の改善、充実を図っていかなければならないと考えます。 

この考えの下、各種教育施策を着実に推進し、子どもたち、保護者、市民の皆様の期待に応え信

頼される教育に努めてまいりますので、御理解、御協力をお願いいたします。 

平成 30（2018）年3月 

川崎市教育委員会 

教育長 渡 邊 直 美
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